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本
年　

月
に
経
済
金
融
懇
話
会
の
月
一
回
の
例
会

１２

が
１
０
０
回
目
を
迎
え
ま
す
。
前
理
事
長
に
よ
る
雑
誌
企
画
感

覚
の
テ
ー
マ
選
び
が
長
寿
の
秘
訣
と
自
画
自
賛
を
し
て
い
ま
す
。

講
演
会
の
４
０
０
０
回
に
は
と
て
も
及
び
ま
せ
ん
が
、
こ
の
ほ

か
の
分
科
会
に
も
長
寿
を
続
出
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

　
　

月
の
講
演
会
に
は
、
齊
藤
誠
氏（
一
橋
大
学
大
学
院
教
授

１１
＝
石
橋
湛
山
賞
受
賞
記
念
）、
高
原
明
生
氏（
東
京
大
学
大
学
院

教
授
）、
増
田
寛
也
氏（
前
岩
手
県
知
事
）、
小
坂
文
乃
氏（
日
比

谷
松
本
楼
副
社
長
）、
福
島
清
彦
氏（
立
教
大
学
特
任
教
授
）を

お
招
き
し
ま
し
た
。

　

新
会
員
を
紹
介
し
ま
す
（
順
不
同
）。
阿
部
勝
次
・
日
本
生
命

顧
問
、
北
岡
一
男
・
三
浦
印
刷
顧
問
、
永
井
博
之
氏
、
橋
本
幹

雄
氏
、
堀
田
充
・
協
同
セ
ミ
ナ
ー
取
締
役
会
長
、
松
井
和
明
・

ユ
ビ
テ
ッ
ク
常
勤
監
査
役
、
吉
積
友
子
氏
。 

（
塚
田　
紀
史
）

　

経
済
倶
楽
部
便
り
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◆
中
部
◆　
「
い
ま
だ
に
東
海
銀
行
を
懐
か
し
む
人
は
多
い
で

す
よ
」
と
言
う
の
は
地
銀
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
幹
部
。「
小
学
生

の
頃
は
ク
ラ
ス
の
ほ
ぼ
全
員
が
東
海
銀
行
の
貯
金
箱
を
持
っ
て

い
ま
し
た
」
と
も
。
東
海
銀
行
の
営
業
力
の
強
さ
を
示
す
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
す
が
、
そ
の
東
海
銀
行
が
吸
収
合
併
を
経
て
三
菱
東

京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
に
な
っ
て　

年
。
合
併
に
よ
っ
て
看
板
が
掛
け

１０

替
え
ら
れ
た
の
は
当
然
で
す
が
、
店
舗
の
統
廃
合
も
進
み
ま
し

た
。
一
方
で
、
こ
こ
数
年
、
名
古
屋
市
内
で
積
極
的
な
営
業
展

開
が
目
立
つ
の
は
十
六
銀
行
、
大
垣
共
立
銀
行
と
い
っ
た
岐
阜

の
有
力
地
銀
で
す
。
か
つ
て
の
地
元
密
着
型
の
ガ
リ
バ
ー
を
懐

か
し
む
声
の
背
景
は
、
単
な
る
感
傷
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
点

を
岐
阜
系
の
地
銀
は
見
抜
い
て
も
い
る
よ
う
で
す
。

　
　

月
の
定
例
講
演
会
の
講
師
は
、
東
海
地
区
の
経
済
・
金
融

１１
情
勢
で
櫛
田
誠
希
・
日
本
銀
行
名
古
屋
支
店
長
、
政
局
動
向
で

政
治
評
論
家
の
森
田
実
氏
で
す
。
ま
た
、
秋
の
施
設
見
学
会
は

原
発
廃
止
論
議
が
続
く
な
か
、
焦
点
の
中
部
電
力
浜
岡
原
子
力

発
電
所
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

（
日
暮 
良
一
）

１８２




